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　異性への好印象を与える作法や会話術等（身なりや会話、立振舞い等が異性が求めるレベ
ルにすることを前回よりも集中的に行う。）についてのセミナーを実施し、日常や異性との出会
いの場で活かせるようにするもの。

　新型コロナウイルス感染症対策として「蜜」を避けるため、男女参加者を各１５名とし、男女
一組あたりの交流時間を前回よりも多く設定することで、参加者間でより親密な交流関係を築
けるよう実施するとともに、婚活サポーターによる相談支援を実施する。
　また、婚活イベント直前（想定：イベント1週間前程度に開催）においてイベント参加者向けの
スキルアップセミナーを開催し、婚活イベント時に即効性のある内容をイベント直前に行うこと
で、より高い効果を見込む。

（課題への対応）

　平成30年度に実施した結婚意識調査を基に令和元年度に婚活セミナーを開催したが、婚活中の方や結婚を希望す
る方の申込数が少なかった。結婚を応援する親や地域住民の婚活を応援する方などを参加対象者に含んでいたた
め、参加対象者が広範囲で設定されていたことや婚活中の方等が両親や地域住民と顔を合わせることに対して抵抗
があったことが推察される。これを踏まえて令和2年度は対象者を絞り開催を予定したが、新型コロナウイルス感染症
の影響により中止とした。
　また、セミナーを伴った交流イベント事業については、交流イベント開催の要望が多くあったことから、令和３年度に
実施しカップルも成立した。また、令和４年度も実施する予定であったが、大雨による災害の影響があり中止とした。今
後は大雨の起こりにくい時期に開催したいと思う。

　婚活者等を対象としたセミナーを開催し、参加者の興味を引き立たせるような内容の講演を行い、婚活に対する理解
を深めるとともに、イメージアップを図る。
　また、セミナーでの知識を活かす場として、交流イベントを開催し、交流の場を提供すると伴に、婚活サポーターのス
キルアップも行う。

＜地域における実情と課題＞
　大郷町では結婚支援策として黒川地区（大郷町・大和町・大衡村・富谷市）の4市町村で構成する「黒川地区後継者
対策推進協議会」により、農業従事者の後継者問題に取り組んできたところである。
　しかし、近年の少子化問題は農業従事者に関わるものだけではなくなっている。
　このため、大郷町ではまち・ひと・しごと創生総合戦略の中で「結婚・出産・子育ての希望をかなえる」ことを基本目標
の１つとして掲げ、結婚・出産・子育て支援の段階的支援の実施を施策の方向性として定め、当施策の中で、少子化
対策として「結婚応援事業」を実施し、結婚に結びつく環境づくりを提供している。
　平成30年度に結婚意識調査を実施したところ、結婚に対する意識は高いものの、婚活を行っていない方が多い結果
となった。調査結果から、「婚活セミナー」及び「婚活イベント」を実施することで、婚活に関しての理解を深めるととも
に、結婚希望者に対して出会いの場を提供する等の継続的支援を講じ喫緊の課題である少子化問題に取り組むも
の。
＜本個別事業の位置付け＞
・婚活セミナー
　婚活イベントへの参加や結婚相談所等を利用し、異性と出会う機会があっても、なかなか実を結ぶ結果に至らないと
いう現状がある。その原因の一つとして、身なりや会話、立振舞い等が異性が求めるレベルになっていない場合があ
り、次のステージまで行けないと結婚相談所関係者より伺った。このため、婚活セミナーを開催し、先に記載した課題
等を解決するもの。
・婚活イベント
　これまでの取り組みの結果、結婚願望はあるものの結婚のための行動をしていない方が多いといった課題及び婚活
イベントを開催して欲しいとの要望が多いことから、結婚を希望する方に出会いの場を提供するため「交流イベント」を
開催する。交流イベント参加者のカップル成立を支援するため、男女それぞれの観点に合った「事前セミナー」を開催
し、女性の参加対象者を町外へと広げることで、より一層の集客を図る。また、婚活支援サポーターにも参加を促し、
研修としての側面を持たせ、サポーターのスキルアップに繋げることで波及効果を狙う。

（本個別事業における現状と課題）
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別紙様式第１　様式2-1

　次年度以降も継続して事業を実施し、婚活セミナー参加者をはじめ。婚活イベント参加者からの成婚者の増加を目指す。
　また、他市町村において取り組まれている優良事業の横展開を行う。

【次年度以降に向けた事業の方向性】

①

1_1_2 結婚希望者の出会いの機会づくりを目的としたイベント・スキルアップセミナー

個 別 事 業 名 結婚応援事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

（市町村分）

事 業 メ ニ ュ ー 地域結婚支援重点推進事業

区 分 一般メニュー

自治体名 大郷町

地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書（令和４年度第２次補正）

(都道府県：



（注）
１「対象経費支出予定額」には、本交付金の対象外経費を除いた対象経費支出予定額（補助率を乗じる前の額）を記入すること。また、金額の根拠となる資料（見積書
等）を添付すること。
２「自治体における少子化対策の全体像及びその中での本個別事業の位置付け」には、次の①～③を記載すること。ただし、結婚新生活支援事業において、②③は記載
不要。
　①これまでの自治体における少子化対策の全体像及びその効果検証から浮かび上がった地域の実情・課題と、それらを踏まえた、自治体における少子化対策の全体
　　像及びその中での本個別事業の位置付け
　②本個別事業が継続事業である場合はこれまでの事業実施状況及びその中で見つかった課題（新規事業である場合は不要）
　③本個別事業が新規事業である場合は地域における実情と課題への対応、継続事業である場合は本個別事業における現状と課題への対応
３「個別事業の内容」には、本個別事業の具体的内容を記載すること。
　※個別事業を次年度以降も自立的に発展させるため、事業内容の末尾に必ず次年度以降に向けた事業の方向性を記載すること（結婚新生活支援事業においては記
載不要）。
　※事業内容を検討する上で参考とした既存事業があれば、都道府県名又は市町村名、事業名を記載すること（結婚新生活支援事業においては記載不要）。
４「少子化対策全体の重要業績評価指標(KPI)及び定量的成果目標」については、自治体の少子化対策全体のKPI及び定量的成果目標を達成予定時期を含め記載する
こと。また、各自治体は少なくとも令和５年度終了時点に、各自治体において効果検証を実施すること。
５「参考指標」には、各自治体の合計特殊出生率、婚姻件数、婚姻率を記載すること。
６「個別事業の重要業績評価指標（KPI）及び定量的成果目標」には、自治体における少子化対策の全体像の中での本個別事業の位置付けを踏まえ、KPI及び定量的成
果目標を達成予定時期を含め記載すること。また、各自治体において効果検証を実施すること。
　※過去に関連する事業を実施している場合は、過去に設定したKPIを踏まえたKPIを設定すること。
　※結婚支援センター事業を実施する場合は、参考として直近年度の「会員登録数」「引き合わせ成立者数」「カップル成立組数」「成婚数」を記載すること。
７「他自治体との連携・役割分担の考え方及び具体的方策」には、本個別事業を他の都道府県や市町村と連携のもと実施する場合、その考え方及び具体的方法を記載
すること。
８「民間事業者との連携・役割分担の考え方及び具体的方法」には、本個別事業を民間事業者との連携のもと実施する場合、その考え方及び具体的方法を記入するこ
と。

他自治体との連携・役割
分担の考え方及び具体
的方法 ※（注）７

婚活イベントについて、「結婚情報ポータルサイト」に掲載することで情報発信を行う。

民間事業者との連携・役
割分担の考え方及び具
体的方法　※（注）８

商工会・農協・町内立地企業に対してチラシを直接持参し参加を呼びかける。

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標 ※（注）６

　・引き合わせ成立数 ％ 30
　・セミナー後に婚活意欲が高まった参加者の割合（満足度） ％ 50 50％（R4年度KPI）

　・参加者数（募集定員数30人　※男女各15人） 人 30 30人（R4年度KPI）

　・募集定員数に対する参加者の割合 ％ 100

　・募集定員数に対する参加者の割合 ％ 70

セミナーを伴った交流イベント事業

　・参加者数（募集定員数50人） 人 35 50人（R4年度KPI）

婚活セミナー

　・婚活に際し役立つと感じた参加者の割合（満足度） ％ 50 50％（R4年度KPI）

KPI項目 単位 目標値 現状値

参考指標
※（注）５

項目 単位 直近の実績

合計特殊出生率 1.14（令和元年）
婚姻件数 件 14（令和元年）
婚姻率 1.76（令和元年）

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標 ※（注）４

KPI項目 単位 目標値 現状値

まち・ひと・しごと創生総合戦略

　・婚活情報の情報発信（目標年度：令和6年度） 回 年間　20回 20回（令和3年度）

　・合計特殊出生率（目標年度：令和6年度） ％ 1.23 1.14(令和元年度)

【事業内容を検討する上で参考とした既存事業】

　１．山元町　一年成婚キックオフ事業、婚活応援セミナー
　２．大和町　縁結び応援団


